実践力を身につけるための実習プログラムの構築 : 学生の実習後の「保育者の資質と力量」についての振り返りの記述から by 小島 千恵子 & Chieko Kojima





























































































































































短期大学 1 年（実習 1 回終了）・大学 3 年（実習
4 回目）・短期大学 2 年（実習全課程終了）の回
答はFig.1・Fig.2・Fig.3のとおりであった。　
　短期大学 1 年の実習 1 回終了の結果は、「ピア
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Construction of the training program to acquire a practice power
― From the description of the swing return marks about
 "Nature and the ability of the nursery teacher" after the training ―
Kojima, Chieko*
　本研究は、紀要第34号で中心課題とした ｢実践力のある保育者の資質の要素を探る
こと｣ を踏まえ、実習の課程で保育者になるために必要な資質と力量はどんなことと
とらえているのか、実習後の振り返りの記述に着目して分析考察した。調査の結果、
保育実習を重ると、保育の知識や技術に関すること、子どもとのかかわりについて、
保護者とのかかわりについて、保育者として必要な資質や力量についての認識が細か
くなっていくことがわかった。また、保育者として身につけなければならない資質に
ついては、深く考えることができるようになっていくことが見えてきた。実習で、保
育について体験的に学ぶことや近い将来、自分もなるであろう保育者を目の当たりに
することは、大変刺激も大きく、意欲や期待を高めることに繋がるようである。この
実習の学びを有効にするためには、実習の事前・事後の指導を確実に行っていく必要
がある。実習での学びを学生が自ら整理したり、考えたりできるようにすることで、
保育者になる自覚を高めていけるようになる。そして、実習毎に積み重ねていくこと
が重要であろう。学生が、保育者になることを自覚し、実習を楽しみにできるような
指導をしていくためには、指導内容がわかりやすく、より具体的であることが必要で
ある。そこで、今回の調査を踏まえて、実践力のある保育者を養成するための実習指
導の具体的な方法や、テキスト作成などの指導法を探り、2年間を見据えた実習指導
プログラムを構築するための手立てとしたいと考えた。
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